若い ものた ちが 二百 何人 か 説諭 をう けた 写真が 出て い 

た。 そういう 忠告 も、 勿論 意味が ある。 けれども、 忠 

告を 与えて いる 人々 は、 例えば テニス . コ ー! ^などが 

工場の 若い 人 たちのた めに 夕刻から 夜へ 開放され てい 

ない という 事実 を、 どんなに 考えて いるので あろう か _ 

して はいけ ない、 という 面の こと は 細々 と 示されて 

いると 思う。 それ は 示し やすい 面で ある。 若い もの 稚 

いものが、 一 日の 働きの 後で 何 か 求める 体と 心との 渴 

え を、 体と 心との 望郷 を暖 くみた してやり、 休めて や 

り 生気 を 与えて やる 方法 は、 真剣に 誠意 を もって 新し 

い 国民生活 のなかに 具体化す るよう に 努力され なけれ 
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